
福島訪問の報告
（2021/09/22~2021/09/26）



仙台空港
• ほぼ時間通り到着（09:45）し、二度乗り換えて小高駅へ

川原さん

と合流

• 小高駅で12:09に合流し、そのまま常磐線で双葉駅へ

双葉駅

• シャトルバスに乗って運転手の谷本さんのお話を聞き、

伝承館へ

伝承館・産

業センター

• 伝承館や産業復興センターの屋上へも

双葉駅

周辺

• 線量を測りながら駅周辺を歩き、電車に乗り小高駅へ

9月22日
①仙台空港

⑤双葉屋旅館

③伝承館②、④双葉駅



谷本さんの

お話

震災より前から原発20キロ圏内に

震災後は転々とし現在はご家族と離れて一人

伝承館

産業セン

ター

語り部の方による口演

震災前、震災の瞬間、震災直後、現在についての展示

双葉駅周辺 きれいに整備された駅前

線量が高く当時から放置されている住宅街



伝承館・産業センター

口演

・大学四年生の佐藤勇気さん

・震災前の暮らし、地震発生の瞬間、その後の避難生活

・震災による町と佐藤さんの心境の変化

伝承館

・「安全神話」が信じられていた震災前

・地震と津波、原発事故の映像や展示物

・原発事故発生後の状況や対応

・県民の方の思い出の品々

・原子力災害の影響について

・復興に向けての取り組み

産業復興センター

・屋上から見える中間貯蔵施設



富岡町へ

•小高駅から原ノ町駅まで電車に乗りレンタカーを借りる

•国道6号線を通って富岡町へ

ふたばいん

ふぉ

•二時間ほど見学

アーカイブ

ミュージア

ム

•ふたばいんふぉから移動し見学

道の駅なみえ

小高神社

•常磐自動車道を通り道の駅で休憩

•小高に戻った後散策

9月23日
⑤小高神社 ①双葉屋旅館

④道の駅なみえ

③アーカイブ
ミュージアム

②ふたばいんふぉ



国道6号線 鳴りやまない測量計のアラーム

震災当時のままの道沿いの建物

ふたば

いんふぉ
双葉郡の八町村それぞれの説明

たくさんの本と資料

とみおかアー

カイブミュー

ジアム

富岡町の歴史、文化

震災に関する資料



とみおかアーカイブミュージアム

展示室前

・三本の映像が見られるモニター

・富岡町にあった商店街のかつての姿の模型

展示室

・富岡町の成り立ちや特徴、文化に関する資料

・震災に関する資料



振り返り

• もらった資料を読んだり二日間でみたものを

まとめたりなど

内田さん

と合流

• お昼ごろ合流

富岡町へ
• 6号線を通り富岡町へ

富岡漁港
• 福島第二原発を見る

AM

伝承館

• 二回目のアーカイブミュージアムと伝承館

• 忘れないように写真などに残すことを意識

9月24日
①双葉屋旅館

④伝承館

③アーカイブ
ミュージアム ②富岡漁港



「やまこ

や」へ

•双葉屋旅館を出発

•木村先生の解説を聞きつつ

紺野さんの

お話

•昼食後にご主人の紺野さん

からお話を聞く

伊藤さんの

お話

•飯舘村のさまざまな場所で

お話を聞く

9月25日

④きこり

③飯舘村

②やまこや

①双葉屋旅館



木村先生の

解説
雨と放射線の関係

震災直後からの木村先生の取組

紺野さんの

お話
山木屋の現状

山木屋の問題

伊藤さんの

お話
飯舘村の現状

伊藤さんが集めたデータ



9月25日

木村先生の解説

・雨と放射線の関係

・震災直後からの木村先生の取り組み etc

紺野さんのお話

・山木屋の現状と問題

伊藤さんのお話

・飯舘村の現状と問題



良かった点・課題

良かった点

・写真や話でしか知らなかったことを現地で見ることがで
き、理解が深まった

・メモや写真を残していたところは時間がたっても思い出
すことができている

課題

・知識が足りない部分が浮き彫りになった

・メモを取りそびれた部分を忘れてしまったり、夜遅くま
で話を聞いていたりで記憶を整理することができなかっ
た


